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B 120　 紳ir岡靴下の設計に関・ る研艶
京都女式家政　島ム絹江

図的 紳士l司<7>靴下|3、四參t 通.c 幅広い郊令層・ ■性に延岡で､Hてお 勺、日幸生活に

欠かせない被服である。しヵヽし女 性のストヽヽノ戎 ングひ3 冥なつ、M 用しrこ時、ズボ ン<7>下

に大半ば隠 でれてしまうため. サイズの不慮合｡･5  さj･･肥のjl.こ!もみづごご れていゐので

13 V いか乙溥え られる。冰､測 呪では、(3 き心延の良い紳-r 困靴下i 設計^ るこ乙を図的に

現状 を謁を し. 足部mi- 靴下のM  用子 ストを行ない. その問題点､^ 見い出､そうｔしre.

感千(7)知 見を得rこので報 告-する。

ち砥　1)   成人男ぷioo名＼L対 象に紳士 用靴下についてアンケ- ト鋳 査ヽを実施 しre。2)

靴下設計に関して地要ヒ鳶われる足部計測勧m-k 設定し、成 人男^ ■/ooゐにつ･ てヽ身休討剥

を行なった。3)1)2) でヽ得うれた資料をむと｡に- 基材妁 司一の靴 下5 雅を逸 び。足部にか

ヵヽる表服瓜やロゴム部の伸度にっ＼,＼て測定しrこ。　4)     ﾖ)で行り 、に実験錨 粟々ヽら3 雅の

靴下について、3  ■5'イプ・。男性eh について官能検査による感圃ラ スト を行な った。

結哭　1)アンケート調査･で'は、か月感についてロブム部の箇所 で‘きつい』'‘ ゆるくて

すれてく 乱(7) 理l£lによつ37 ％の人が､3 さ/吋 也cT)悪､でを感 じていた。2)足部計刺値につい
て 、靴下cn口＝'ム部が当る下腿％島圈の♀均値ほお､吽cm であつ、下腿漫 大圏との相関･孔n

であっre. 足長乙名ヽ周径項目の相関係数はいずれも低 かった｡3)l ぶ3 ハこヽ地について、桟瞼
者の下腿丿司径によってロ コヽヽム都のず賎にまいが認 められた。句j  I S による靴下のサイ ズヽヽ

表示は足長だけであつ、下腿都周径のサ イ尤･表示がTJいところに間題があゐと刄 われる。


